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論文審査結果の要旨 
 
メディア技術の発展により，従来は体験できなかった高い臨場感を持つ情報提示システムの開
発が進んでいる。このようなシステムの評価にあたり，広く用いられているリアリティは忠実再
現の評価に適するものの，様々な体験の素晴らしさを評価するには不充分である。そこで著者は
「感動」という言葉に着目し，高精細立体音響システムの評価法の確立を目指した研究を進めた。
本論文はその一連の成果をまとめたもので全編 6章からなる。 
第 1章は序論であり，研究の背景と目的を述べている。 
第 2 章には感動を表現する言葉（感動語）に関する成果がまとめられている。アンケートから
150 語の感動語を収集し，それぞれの感動語の表現特性を調べた心理実験結果に基づいて感動語
の分類を行った結果に基づき，感動語が，心にしみるなどの受容的な感動語群と，心が熱くなる
などの正の感情の表出を示す感動語群，鳥肌がたつなどの中立もしくは負の感情の表出を示す感
動語群に分かれることを示している。これは，感動の分類に関する複数の先行研究の結果を包含
する優れた成果である。 
第 3 章では分類した感動語に基づいて感動評価尺度を提案している。先行研究において異なる
感情価を持つとされた 10曲を用いて音楽聴取実験を行い，音楽の特徴を評価するための評価語と，
音楽聴取後の感動評価尺度を回答させ，その結果，感動の評価が同程度でも楽曲によって喚起さ
れる感動の種類が異なることを示している。これは提案手法の有効性を示す極めて重要な成果で
ある。 
第 4 章では一般性を高めた感動評価尺度を提案している。音楽や音響の印象を評価するための
評価語 80語を用いて音楽聴取実験を行い，特定の音楽の感情価や音響印象と特定の感動の種類と
の関連を明らかにしている。これは前章の結果と合わせ，提案する感動評価法の有効性を示す基
盤となる重要な成果である。 
第 5 章では，提案する感動評価尺度の特性のさらなる明確化に向けて行った，音響印象の肯定
表現と否定表現に関する成果を示している。アンケート調査により音響印象の反意表現を抽出し，
それを基に音楽聴取実験を行った結果，音響印象の肯定表現と否定表現を組み合わせた場合，好
ましい楽曲には肯定表現側に高い評価を行う傾向があることを見いだしている。これは，音響印
象と感動の関係に関する興味深い知見である。 
第 6章は結論である。 
以上要するに本論文は，感動語の抽出，分類と聴取実験に基づいた感動評価尺度を提案して，
その有効性を示し，高精細立体音響システムの評価における斬新かつ有用な視点を与えたもので，
音情報科学ならびにシステム情報科学の発展に寄与するところが少なくない。 
よって，本論文は博士（情報科学）の学位論文として合格と認める。 
